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水
羊よ

う
か
ん羹
は
暑
い
季
節
に
食

べ
る
こ
と
が
多
い
︒
だ
が
︑

と
こ
ろ
変
わ
れ
ば
品
変
わ
る
︒

﹁
冬
こ
そ
水
羊
羹
﹂
と
主
張

す
る
地
域
も
あ
る
の
だ
︒

　

羊
羹
は
あ
ん
を
寒
天
で
固

め
る
菓
子
だ
が
︑
水
羊
羹
の

場
合
は
︑
練
羊
羹
よ
り
も
ぐ

っ
と
水
分
を
増
や
し
て
︑
軟

ら
か
く
仕
上
げ
る
︒
そ
の
た

め
︑
食
後
の
軽
い
甘
味
に
ぴ

っ
た
り
で
︑
元
来
は
な
ん
と

正
月
料
理
の
口
直
し
だ
っ
た
︒

　

実
際
︑
現
代
で
も
水
羊
羹

を
お
せ
ち
に
欠
か
さ
な
い
の

は
栃
木
県
日
光
市
︒東
照
宮
︑

二
荒
山
神
社
︑
輪
王
寺
な
ど

か
ら
な
る
世
界
遺
産
認
定
の

門
前
町
に
は
︑
参
道
沿
い
に

水
羊
羹
専
門
店
が
何
軒
も
あ

る
の
だ
︒
参
道
と
は
つ
ま
り

日
光
街
道
で
︑
首
都
圏
で
は

の
清
ら
か
さ
が
際
立
つ
ん
で

す
﹂と
︑胸
を
張
る
の
は
﹁
三み

ッつ

山や
ま

羊
羹
本
舗
﹂
四
代
目
の

ご
主
人
︒
上
り
框が

ま
ち

に
畳
を
敷

い
た
古
風
な
店
先
で
は
女お

な

ご子

衆し
ゅ
う

が
て
き
ぱ
き
立
ち
働
き
︑

そ
の
奥
で
は
使
い
込
ん
だ
釜

の
中
で
︑
寒
天
が
と
ろ
と
ろ

と
煮
え
て
い
た
︒
小
豆
の
匂

い
が
ぷ
ー
ん
︒
日
光
の
水
で

煮
溶
か
し
た
糸
寒
天
と
国
産

分
を
横
に
連
ね
た
長
方
形
︒

で
も
︑
不
思
議
に
す
る
っ
と

食
べ
き
れ
る
し
︑
ほ
ど
よ
い

甘
さ
と
水
の
う
ま
さ
の
余
韻

が
う
れ
し
い
︒

　

同
じ
水
羊
羹
で
も
︑
菓
子

ジ
ャ
ン
ル
で
は
夏
の
名
菓
と

な
り
︑
料
理
か
ら
派
生
し
た

も
の
は
冬
の
風
物
詩
と
な
る

と
は
︑
甘
味
は
奥
が
深
い
︒

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

わ
り
に
よ
く
使
う
道
筋
だ

が
︑
そ
の
終
点
・
東
照
宮
の

手
前
２
㌔
㍍
ほ
ど
は
︑﹁
水

羊
羹
街
道
﹂
な
の
で
あ
る
︒

　

さ
て
︑
水
羊
羹
は
今
で
こ

そ
一
年
中
販
売
し
て
い
る
が
︑

お
い
し
い
の
は
や
は
り
冬
な

の
だ
そ
う
な
︒

　
﹁
日
光
連
山
か
ら
の
水
を

仕
込
み
に
使
い
ま
す
が
︑
冬

そ
れ
も
寒
中
の
水
だ
と
︑
味

小
豆
の
生
あ
ん
︑
上
白
糖
を

練
り
合
わ
せ
て
い
る
の
だ
︒

　

で
き
あ
が
っ
た
あ
ん
は

﹃
舟
﹄
と
呼
ば
れ
る
型
に
流

し
て
冷
し
固
め
る
︒
硬
か
ら

ず
軟
ら
か
す
ぎ
ず
︑
ゆ
る
ゆ

る
と
滑
ら
か
な
舌
当
た
り

で
︑
上
品
で
つ
や
っ
ぽ
い
藤

色
に
仕
上
げ
る
の
が
三
ッ
山

流
で
あ
る
︒
驚
く
の
は
一
切

れ
の
大
き
さ
︒
一
般
の
三
個

　

国
土
交
通
省
は
12
月
14

日
︑
首
相
官
邸
で
︑﹁
ホ
ワ

イ
ト
物
流
﹂
推
進
会
議
（
座

長
・
野
尻
俊
明
流
通
経
済
大

学
学
長
）
の
初
会
合
を
開
い

た
︒
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

か
ら
は
坂
本
克
己
会
長
が
出

席
し
た
︒

　

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
等
に
対

応
す
る
た
め
︑
①
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
の
生
産
性
の
向
上
・
物

流
の
効
率
化
︑
②
多
様
な
人

材
が
活
躍
で
き
る
働
き
や
す

い
労
働
環
境
の
実
現
に
向
け

て
︑
荷
主
を
含
む
企
業
等
・

物
流
事
業
者
・
国
民
が
連
携

し
て
取
り
組
む
︒

　

企
業
等
は
︑
運
動
の
趣
旨

へ
賛
同
す
る
と
と
も
に
︑
具

体
的
な
取
組
項
目
を
自
主
行

動
宣
言
と
し
て
提
出
・
公
表

し
﹁
運
賃
と
料
金
の
別
建
て

契
約
﹂﹁
予
約
受
付
シ
ス
テ

ム
の
導
入
﹂
等
の
取
組
を
実

施
す
る
︒
物
流
事
業
者
は
︑

�

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク

死
亡
事
故
件
数
30
件
減
少

��
R

30�å

11�D�¤

　

警
察
庁
が
こ
の
ほ
ど
発
表

し
た
﹁
交
通
事
故
統
計
（
平

成
30
年
11
月
末
）﹂
に
よ
る

と
︑
30
年
11
月
末
ま
で
の
事

業
用
ト
ラ
ッ
ク
を
第
一
当
事

者
と
す
る
死
亡
事
故
件
数

は
︑
大
型
車
１
２
７
件
（
前

年
同
期
比
▲
15
件
）︑
普
通

・
準
中
型
・
中
型
車
93
件

（
同
▲
15
件
）
の
計
２
２
０

件
と
︑
前
年
同
期
比
で
30
件

減
少
し
た
︒
28
年
11
月
末
ま

で
の
死
亡
事
故
件
数
（
２
３

２
件
）
と
比
較
し
て
も
︑
30

年
は
12
件
減
少
と
な
る
︒

　

な
お
︑
11
月
単
月
の
件
数

は
︑
大
型
車
14
件
（
同
▲
５

件
）︑
普
通
・
準
中
型
・
中

型
車
９
件
（
同
▲
７
件
）
の

計
23
件
で
︑
昨
年
よ
り
12
件

減
少
し
た
︒

ド
ラ
イ
バ
ー
確
保
の
た
め
労

働
条
件
等
の
改
善
に
取
り
組

む
と
と
も
に
︑
荷
主
等
に
対

し
物
流
の
改
善
に
関
す
る
提

案
を
行
い
︑
実
施
す
る
︒

�

隊
列
走
行
、イン

フ
ラ
面
か
ら

�ô
��

６	�

¢

²
��
�t

　

国
土
交
通
省
は
12
月
21
日
︑

﹁
新
し
い
物
流
シ
ス
テ
ム
に

対
応
し
た
高
速
道
路
イ
ン
フ

ラ
の
活
用
に
関
す
る
検
討
会
﹂

（
座
長
・
根
本
敏
則
敬
愛
大

学
経
済
学
部
教
授
）
を
設
置

し
︑
初
会
合
を
開
い
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
の
隊
列
走
行
に

つ
い
て
︑
道
路
イ
ン
フ
ラ
の

面
か
ら
議
論
す
る
も
の
で
︑

業
界
が
要
望
し
て
い
た
高
速

道
路
の
６
車
線
化
を
前
提

に
︑
安
全
な
走
行
空
間
の
確

保
や
︑
ト
ラ
ッ
ク
の
休
憩
ス

ペ
ー
ス
︑
連
結
解
除
拠
点
な

ど
イ
ン
フ
ラ
面
で
の
検
討
を

進
め
︑
来
春
中
間
と
り
ま
と

め
を
行
う
︒

�

大
型
車
交
通
に
つ
い
て

改
善
を
検
討

	��N�ô�N	ú��	Ý
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国
土
交
通
省
は
12
月
25

日
︑
第
１
回
﹁
首
都
高
都
心

環
状
線
の
交
通
機
能
確
保
に

関
す
る
検
討
会
﹂（
座
長
・

池
田
豊
人
国
交
省
道
路
局

長
）
を
開
催
し
た
︒

　

同
検
討
会
で
は
︑
首
都
高

速
道
路
都
心
環
状
線
に
お
け

る
大
型
車
交
通
の
環
状
機
能

確
保
に
向
け
て
︑
東
京
都
都

市
整
備
局
長
を
は
じ
め
︑
中

央
区
副
区
長
な
ど
地
元
自
治

体
︑
ま
た
道
路
を
運
営
・
管

理
す
る
首
都
高
速
道
路
㈱
や

東
京
高
速
道
路
㈱
な
ど
の
関

係
者
で
︑
対
応
策
に
つ
い
て

検
討
を
行
っ
て
い
く
︒

　

圏
央
道
や
外
環
道
等
の
環

状
道
路
の
整
備
が
進
展
し
て

い
る
が
︑
都
心
環
状
線
に
は

現
在
も
１
日
当
た
り
約
９
万

台
の
交
通
量
が
存
在
し
て
お

り
︑
首
都
高
全
線
に
比
べ
る

と
都
心
環
状
線
の
大
型
車
利

用
の
割
合
は
低
い
も
の
の
︑

一
定
程
度
の
大
型
車
交
通
が

存
在
し
て
い
る
︒
神
田
橋
～

京
橋
間
の
大
型
車
交
通
の
環

状
機
能
が
な
く
な
っ
た
場

合
︑
埼
玉
方
面
か
ら
銀
座
方

面
へ
向
か
う
大
型
車
は
都
心

環
状
線
を
大
き
く
迂
回
す
る

必
要
が
あ
る
ほ
か
︑
都
心
環

　

ま
た
︑国
民
に
対
し
て
は
︑

宅
配
便
の
再
配
達
の
削
減
︑

集
荷
・
配
達
サ
ー
ビ
ス
の
見

直
し
等
へ
の
理
解
と
協
力
を

求
め
る
︒

　

国
交
省
は
年
度
内
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
︑
賛
同

企
業
等
の
募
集
を
開
始
す
る

と
と
も
に
︑
広
報
活
動
を
実

施
す
る
︒

状
線
の
利
便
性
が
低
下
す
る

こ
と
に
よ
り
︑
大
型
車
が
街

路
へ
転
換
し
︑
街
路
へ
の
交

通
負
荷
が
増
大
す
る
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
︒

�﹁
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
コ
ー
ル
ド
チ

ェ
ー
ン
物
流
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
﹂
が
正
式
承
認
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国
土
交
通
省
は
12
月
25

日
︑
平
成
30
年
11
月
に
タ
イ

王
国
バ
ン
コ
ク
で
開
催
さ
れ

た
第
16
回
﹁
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

交
通
大
臣
会
合
﹂に
お
い
て
︑

﹁
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
コ
ー
ル
ド

チ
ェ
ー
ン
物
流
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
﹂
が
正
式
承
認
さ
れ
た
と

発
表
し
た
︒

　

近
年
︑
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
は

経
済
成
長
に
伴
い
︑
コ
ー
ル

ド
チ
ェ
ー
ン
物
流
の
重
要
性

が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
一
方
︑

現
状
は
多
く
の
国
で
安
価
で

あ
る
が
粗
悪
な
物
流
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
て
お
り
︑
結

果
と
し
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
お

け
る
我
が
国
物
流
事
業
者
の

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
制
限

さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
よ
う
な

状
況
に
対
応
す
る
た
め
︑
国

交
省
で
は
日
本
の
物
流
事
業

者
と
と
も
に
︑
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

に
お
け
る
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー

ン
物
流
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
案
を
作
成
︒
第
16
回﹁
日

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
交
通
大
臣
会

合
﹂に
て
正
式
承
認
さ
れ
た
︒

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
︑
Ａ

�

建
設
資
材
の

物
流
効
率
化
に
向
け
議
論
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国
土
交
通
・
厚
生
労
働
両

省
は
12
月
21
日
︑
建
設
資
材

（
建
築
・
建
設
用
金
属
製
品

お
よ
び
セ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ク

リ
ー
ト
）
の
物
流
効
率
化
︑

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
に
お
け
る
コ

ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
物
流
の
レ
ベ

ル
と
特
徴
を
考
慮
し
た
上
で
︑

﹁
倉
庫
事
業
者
﹂﹁
輸
送
事

業
者
﹂
が
冷
蔵
・
冷
凍
保
管

と
保
冷
輸
送
を
行
う
際
の
留

意
事
項
︑
お
よ
び
﹁
各
国
物

流
担
当
省
庁
﹂
が
コ
ー
ル
ド

チ
ェ
ー
ン
物
流
に
関
す
る
制

度
立
案
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

行
う
際
の
考
慮
す
べ
き
事
項

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
︒

�

特
殊
車
両
通
行
許
可
基
準

改
正
案
に
関
す
る
パ
ブ
コ
メ

を
募
集

�¼�Ò �ç�È�A�Ä�å �ý �«
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国
土
交
通
省
で
は
平
成
31

年
１
月
13
日
ま
で
︑
ダ
ブ
ル

連
結
ト
ラ
ッ
ク
の
本
格
導
入

等
に
関
す
る
特
殊
車
両
通
行

許
可
基
準
の
改
正
案
に
関
す

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

募
集
し
て
い
る
︒

　

改
正
案
の
概
要
は
次
の
通

り
︒

　

①
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク

の
本
格
導
入
に
向
け
た
車
両

長
等
の
緩
和
（
通
達
改
正
）

　

ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
を

含
む
フ
ル
ト
レ
ー
ラ
連
結
車

の
車
両
長
の
限
度
を
︑
現
行

の
21
㍍
か
ら
25
㍍
へ
緩
和
す

働
時
間
改
善
に
つ
い
て
検
討

を
行
う
懇
談
会
を
設
置
し
︑

初
会
合
を
開
い
た
︒
輸
送
品

目
別
の
取
り
組
み
の
一
環
で
︑

加
工
食
品
︑
紙
・
パ
ル
プ
に

続
く
も
の
だ
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
︑

発
着
荷
主
等
の
関
係
者
が
連

携
し
た
︑
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
全
体
で
の
検
討
を
行
う
こ

と
に
し
た
︒

る
と
と
も
に
︑
道
路
の
構
造

を
保
全
し
交
通
の
危
険
を
防

止
す
る
観
点
か
ら
︑
許
可
に

あ
た
っ
て
付
す
条
件
を
規
定

す
る
︒

　

②
自
動
車
運
搬
用
セ
ミ
ト

レ
ー
ラ
連
結
車
の
車
両
長
の

基
準
の
設
定
（
通
達
改
正
）

　

積
載
効
率
を
向
上
し
︑
生

産
性
向
上
を
図
る
観
点
か

ら
︑
自
動
車
運
搬
用
セ
ミ
ト

レ
ー
ラ
連
結
車
が
運
搬
す
る

自
動
車
を
︑
後
方
に
は
み
出

し
て
積
載
し
て
通
行
す
る
場

合
の
車
両
長
に
関
す
る
基
準

を
新
た
に
設
定
す
る
︒

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募

集
期
間
は
１
月
13
日
㈰
ま

で
︒
１
月
下
旬
に
改
正
・
施

行
す
る
予
定
︒

　

詳
細
等
は
︑
電
子
政
府
の

総
合
窓
口
﹁e-Gov

﹂
サ
イ

ト
を
参
照
の
こ
と
︒

�

宅
配
便
再
配
達
率
は15・

２
％
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国
土
交
通
省
は
12
月
21

日
︑
平
成
30
年
10
月
期
の
宅

配
便
再
配
達
率
の
調
査
結
果

を
公
表
し
た
︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
宅
配
便

再
配
達
率
は
15
・
２
％
で
︑

昨
年
同
月
比
０
・
３
ポ
イ
ン

ト
減
︒
地
方
（
12
・
９
％
）

や
都
市
部
近
郊（
14
・
６
％
）

で
は
比
較
的
低
い
一
方
︑
都

市
部
で
は
16
・
５
％
と
高
か

っ
た
︒

　

近
年
︑
多
様
化
す
る
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
と
と
も
に
電
子

商
取
引
（
Ｅ
Ｃ
）
が
急
速
に

拡
大
し
︑
宅
配
便
の
取
り
扱

い
個
数
が
増
加
し
て
い
る
一

方
︑
宅
配
便
の
再
配
達
は
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
の
増
加
や
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
を
深
刻
化
さ
せ

る
な
ど
︑
重
大
な
社
会
問
題

の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
︒

　

国
交
省
で
は
︑
こ
う
し
た

問
題
に
対
応
す
る
た
め
﹁
総

合
物
流
施
策
推
進
プ
ロ
グ
ラ

ム
﹂
に
お
い
て
︑
宅
配
便
の

再
配
達
率
の
削
減
目
標
（
２

０
１
７
年
度
16
％
程
度
↓
２

０
２
０
年
度
13
％
程
度
）
を

設
定
し
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
︒

�

﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
サ
ー
ビ
ス

を
持
続
的
に
提
供
可
能
と

す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
﹂
公
表
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国
土
交
通
省
は
12
月
27
日
︑

﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
サ
ー
ビ
ス

を
持
続
的
に
提
供
可
能
と
す

る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂

を
発
表
し
た
︒

　

国
交
省
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
が
適
正
な
水
準

の
運
賃
・
料
金
を
収
受
で
き

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
目

的
に
︑平
成
28
年
７
月
に
﹁
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
の
適
正
運
賃

・
料
金
検
討
会
﹂（
座
長
・

藤
井
聡
京
都
大
学
大
学
院
工

学
研
究
科
教
授
）
を
立
ち
上

げ
︑
具
体
的
な
方
策
等
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
き
た
︒

同
検
討
会
に
お
け
る
議
論
を

踏
ま
え
︑
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
違
反
を
防
止
し
つ
つ
ト
ラ

ッ
ク
運
送
機
能
の
持
続
的
確

保
を
図
る
上
で
一
定
の
コ
ス

ト
が
必
要
と
な
る
こ
と
等
に

つ
い
て
︑
荷
主
・
運
送
事
業

者
双
方
の
共
通
認
識
を
促
す

た
め
に
︑
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
取
り
ま
と
め
た
︒

　

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
︑

法
令
を
遵
守
し
た
運
送
機
能

を
安
定
的
・
継
続
的
に
提
供

す
る
上
で
の
﹁
運
送
に
必
要

な
コ
ス
ト
の
説
明
﹂﹁
効
率

的
な
運
送
を
可
能
と
す
る
運

行
事
例
の
紹
介
﹂
な
ど
を
掲

載
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
国
交
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
︒

「
ホ
ワ
イ
ト
物
流
」
を
開
始


*
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車
体
課
税
、営
自
格
差
を
堅
持
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与
党
は
12
月
14
日
︑﹁
平

成
31
年
度
税
制
改
正
大
綱
﹂

を
決
め
た
︵
関
連
８
面
︶︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
自
動
車

の
車
体
課
税
の
う
ち
︑
営
業

用
自
動
車
を
税
率
で
優
遇
す

る
い
わ
ゆ
る
﹁
営
自
格
差
﹂

を
堅
持
す
る
と
と
も
に
︑
一

部
見
直
し
た
う
え
で
︑
エ
コ

カ
ー
減
税
・
グ
リ
ー
ン
化
特

例
を
２
年
間
延
長
す
る
︒
ま

た
︑
自
動
車
税
の
環
境
性
能

割
に
つ
い
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
に
つ

い
て
は
28
年
度
税
制
改
正
で

決
定
し
た
枠
組
み
を
維
持
す

る
︒

　

衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ

等
の
先
進
安
全
技
術
を
搭
載

し
た
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
の
自

動
車
取
得
税
の
特
例
措
置

（
Ａ
Ｓ
Ｖ
特
例
）
に
つ
い
て

は
︑
６
か
月
間
延
長
し
︑
自

動
車
取
得
税
の
廃
止
後
に
導

入
さ
れ
る
自
動
車
税
の
環
境

性
能
割
に
お
い
て
も
一
部
見

直
し
た
上
で
適
用
す
る
︒

　

ま
た
︑
中
小
企
業
に
よ
る

ト
ラ
ッ
ク
車
両
の
購
入
な
ど

に
特
例
（
特
別
償
却
30
％
ま

た
は
税
額
控
除
７
％
）
を
講

じ
る
﹁
中
小
企
業
投
資
促
進

税
制
﹂
に
つ
い
て
は
︑
２
年

間
延
長
す
る
︒

第1回「ホワイト物流」推進会議（12月14日、首
相官邸）
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▼
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま

す
︒﹁
平
成
﹂

最
後
の
年
︑

２
０
１
９
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
︒
今

年
は
十
二
支
の
﹁
亥
年
﹂︒
亥
の
動
物
と

さ
れ
る
猪
の
肉
は
滋
養
強
壮
に
効
果
が
あ

り
︑
食
せ
ば
﹁
無
病
息
災
﹂
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
︒
▼
埼
玉
県
の
秩
父
渓
谷
を
ド
ラ

イ
ブ
し
た
際
に
︑立
ち
寄
っ
た
食
事
処
﹁
き

の
こ
の
里　

鈴
加
園
﹂︒
こ
こ
は
︑
熱
し
た

石
の
上
で
肉
を
焼
く
﹁
石
器
焼
﹂
が
有
名

で
︑
私
は
豚
肉
と
猪
肉
の
セ
ッ
ト
を
注
文

し
ま
し
た
︒
猪
の
肉
は
赤
身
で
︑
意
外
に

臭
み
が
無
く
旨
み
感
が
あ
り
︑
想
像
に
反

し
て
美
味
で
し
た
︒
猪
は
神
経
質
で
︑
警

戒
心
が
強
い
動
物
と
し
て
有
名
で
す
が
︑

諺
で
﹁
猪
突
猛
進
﹂
に
あ
る
と
お
り
︑
周

囲
に
配
慮
し
つ
つ
目
標
に
向
か
っ
て
突
き

進
む
年
に
し
た
い
も
の
で
す
︒
▼
昨
年
暮

れ
に
︑
東
京
駅
に
降
り
︑
丸
の
内
南
口
の

改
札
を
出
る
と
︑
ド
ー
ム
天
井
に
施
さ
れ

た
干
支
の
彫
刻
を
撮
っ
て
い
る
人
が
大
勢

い
ま
し
た
︒
ド
ー
ム
に
は
そ
の
干
支
の
方

位
に
従
っ
て
十
二
支
の
う
ち
八
支
の
彫
刻

が
配
置
さ
れ
︑北
西
に
は﹁
亥
﹂が
い
ま
す
︒

残
り
の
四
支
︑子
（
北
）︑卯
（
東
）︑午
（
南
）︑

酉
（
西
）
は
省
か
れ
て
い
ま
す
︒
本
物
の

猪
は
さ
て
お
き
︑
イ
ラ
ス
ト
に
描
か
れ
る

﹁
う
り
坊
﹂
や
愛
嬌
の
あ
る
猪
に
は
︑
ほ

の
ぼ
の
感
が
漂
い
親
近
感
を
覚
え
ま
す
︒

▼
私
が
よ
く
出
張
の
際
︑
切
符
を
事
前
に

購
入
す
る
丸
の
内
北
口
に
あ
る
Ｊ
Ｒ
東
日

本
の
﹁
び
ゅ
う
プ
ラ
ザ
﹂︒
窓
口
に
２
人
の

担
当
者
が
座
っ
て
い
ま
す
が
︑
中
で
も
物

腰
柔
ら
か
な
童
顔
の
男
性
の
親
切
丁
寧
な

対
応
に
は
︑
い
つ
も
感
心
し
ま
す
︒
行
先

ま
で
︑﹁
ど
の
ル
ー
ト
が
効
率
よ
く
﹂
そ
し

て
﹁
よ
り
安
価
で
行
け
る
か
﹂
瞬
時
に
判

断
し
︑
キ
ー
ボ
ー
ド
を
変
幻
自
在
に
操

り
︑
あ
っ
と
い
う
間
に
作
業
が
終
わ
り
ま

す
︒
何
と
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
︒

い
つ
ぞ
や
私
の
前
で
切
符
を
購
入
し
よ
う

と
し
て
い
た
60
代
と
お
ぼ
し
き
男
性
が
︑

﹁
い
た
︑
い
た
︑
あ
な
た
に
任
せ
る
と
本

当
に
安
心
だ
よ
﹂
と
︑
本
心
で
頼
り
き
っ

て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
︒
切
符
を﹁
購

入
す
る
側
﹂︑﹁
手
配
す
る
側
﹂︑
気
付
け

ば
目
的
地
ま
で
の
２
人
の
共
同
作
業
な
ん

で
す
ね
︒
▼
丸
の
内
の
ビ
ジ
ネ
ス
街
を
抜

け
る
と
︑
皇
居
の
二
重
橋
に
向
か
う
ル
ー

ト
に
な
り
ま
す
︒
早
朝
か
ら
外
国
人
観
光

客
が
幾
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
て
二

重
橋
に
向
か
っ
て
い
ま
す
︒
世
界
に
冠
た

る
歴
史
を
誇
り
︑
天
皇
制
が
現
存
す
る
日

本
は
︑
き
っ
と
外
国
人
か
ら
見
て
憧
れ
の

的
な
の
で
し
ょ
う
︒
▼
今
の
時
期
に
思
い

出
す
の
は
︑
ス
リ
ラ
ン
カ
か
ら
日
本
に
来

て
い
た
ジ
ャ
ビ
ド
さ
ん
で
す
︒
日
本
へ
の

出
稼
ぎ
と
あ
わ
せ
て
日
本
語
を
懸
命
に
学

ん
で
い
ま
し
た
︒
真
面
目
で
修
学
心
が
強

く
︑
そ
し
て
彼
は
何
よ
り
も
日
本
が
好
き

で
し
た
︒
見
る
も
の
︑
聞
く
も
の
︑
食
す

も
の
︑
全
て
が
興
味
の
対
象
で
︑
外
見
は

外
国
人
で
す
が
内
面
は
日
本
人
そ
の
も
の

で
し
た
︒
▼
い
つ
ぞ
や
︑
新
年
最
初
の
土

曜
日
に
︑
ジ
ャ
ビ
ド
さ
ん
の
そ
の
友
人
と

連
れ
だ
っ
て
︑
東
京
・
葛
飾
区
の
﹁
柴
又

帝
釈
天
﹂
に
行
き
ま
し
た
︒
夏
目
漱
石
の

小
説
﹃
彼
岸
過
迄
﹄
な
ど
近
代
文
学
に
幾

度
と
な
く
登
場
す
る﹁
題
経
寺
﹂で
す
が
︑

誰
も
が
知
っ
て
い
る
渥
美
清
主
演
の
人
気

映
画
シ
リ
ー
ズ
﹃
男
は
つ
ら
い
よ
﹄
の
舞

台
と
な
っ
て
以
降
は
︑
通
称
﹁
帝
釈
天
﹂

と
し
て
有
名
な
場
所
で
す
︒
▼
正
月
と
い

う
こ
と
で
︑
参
道
は
大
勢
の
参
拝
客
で
賑

わ
い
︑
な
か
な
か
帝
釈
天
に
た
ど
り
着
け

ま
せ
ん
︒
途
中
︑
髙
木
屋
で
串
団
子
を
買

い
ま
し
た
が
︑
２
人
は
﹁
旨
い
︑
旨
い
﹂

と
小
豆
と
草
の
団
子
を
堪
能
し
て
い
ま
し

た
︒
そ
の
後
︑
滞
在
期
間
が
満
了
し
て
ス

リ
ラ
ン
カ
に
帰
国
し
た
ジ
ャ
ビ
ド
さ
ん
か

ら
は
︑﹁
働
き
な
が
ら
地
元
で
日
本
語
を

教
え
て
い
る
﹂と
の
便
り
を
貰
い
ま
し
た
︒

▼
年
賀
状
の
中
に
は
︑
数
十
年
も
お
会
い

し
て
い
な
い
人
か
ら
の
便
り
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
︒
１
年
で
１
回
の
便
り
で
あ
ろ
う

と
︑
近
況
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
手

段
と
し
て
︑
私
は
年
賀
状
を
こ
よ
な
く
愛

す
る
人
間
の
一
人
で
す
！ 

（
山
崎
薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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要望事項 平成31年度与党税制改正大綱の内容
１. 自動車関係諸税の簡素化・軽減の実現
 

⑴	一般財源化により課税根拠を失った軽油引取税の旧暫定税率廃止
・ 平成21年度税制改正において軽油引取税が一般財源化された際、税率水準の検討を行ったが、地球
温暖化対策の観点、また国・地方の苦しい財政状況を踏まえて税率水準を維持することとされた経緯
等を踏まえて、検討すべきとされており、要望は見送られた。

⑵	自動車税の引下げ ・ 自動車取得税廃止後（平成31年10月1日）に導入される自動車税環境性能割について、トラックについ
ては、平成28年度税制改正で決定した燃費基準の達成状況に応じた課税の枠組みが維持された。

⑶	自動車税における営自格差見直し反対 ・ 自動車税における営自格差は堅持された。
⑷	自動車重量税の道路特定財源化 ・ 要望は見送られた。

２. 中小企業投資促進税制の延長 ・ 適用期限が2年間延長された。
３. 特例措置の延長
 ⑴ 	自動車重量税・自動車取得税のエコカー減税の延長 ・ 適用要件および措置内容を見直した上で、適用期限については、自動車重量税は2年間、自動車取得

税は6か月間（＝自動車取得税の廃止まで）延長された。

⑵	自動車取得税のASV（先進安全自動車）特例措置の延長
・ 適用期限が6か月間（＝自動車取得税の廃止まで）延長された。なお、自動車取得税の廃止後に導入さ
れる自動車税環境性能割においても、適用要件および措置内容を見直した上で平成33（2021）年3月
31日まで適用されることとされた。

⑶	自動車税のグリーン化特例の延長 ・ 適用期限が2年間延長された。
⑷	中小企業経営強化税制の延長 ・ 適用期限が2年間延長された。
⑸	商業・サービス業・農林水産業活性化税制の延長 ・ 適用要件を見直した上で、適用期限が2年間延長された。
⑹	中小企業・協同組合等の法人税率の特例措置の延長 ・ 適用期限が2年間延長された。

⑺	中小企業・協同組合等の貸倒引当金の特例措置の延長
・ 公益法人等または協同組合等における特例措置について、適用期限の到来をもって廃止することとさ
れ、要望は見送られた。ただし、5年間の経過措置として、現行法による割増率（10％）に対して1年ごと
に5分の1ずつ縮小した率による割増を認めることとされた。

⑻	低公害車の燃料等供給設備に係る固定資産税の特例措置の延長 ・ 対象設備から「天然ガス自動車用天然ガス充填設備」が除外され、要望は見送られた。

４. トラック協会が運営する地域防災・災害対策関連施設等について固定資産税の軽減措置の適用 ・ 固定資産税の軽減措置の適用について、要望は見送られた。

自動車税環境性能割の導入について
○自動車税環境性能割については、平成28年度税制改正で決定した内容が維持されたことから、平成31年10月１日から下記の内容で導入される。
○なお、自動車税環境性能割は要件を満たせばASV減税が適用される。

○自動車税環境性能割（車両総重量3.5ｔ超の貨物自動車）

平成31年10月1日～平成32年3月31日
平成27年度燃費基準

電気自動車等
未達成 達成 +5% +10%

営業用 ２％ １％ 0.5% 非課税
（参考）自家用 ３％ ２％ 1% 非課税

※自動車の取得価額を課税標準とし、上記の税率により課税される（ただし上記はいずれも平成28年排ガス規制適合または平成21年排ガス規制NOx・PM10％低減車の税率）。
※「電気自動車等」は、電気自動車、燃料電池自動車、プラグインハイブリッド自動車、天然ガス自動車を指す。

エコカー減税およびASV減税について
○�エコカー減税について、適用要件および措置内容を見直した上で、自動車重量税については適用期限が２年間延長され、自動車取得税については適用期限が６か月間（＝自動車取得税の
廃止まで）延長された。
○�自動車取得税のASV減税について、適用期限が６か月間（＝自動車取得税の廃止まで）延長された。なお、自動車取得税の廃止後に導入される自動車税環境性能割においても、適用要件
および措置内容を見直した上で、下記のとおり適用される。

○エコカー減税（車両総重量3.5ｔ超の貨物自動車、自動車重量税および自動車取得税）

平成30年度
平成27年度燃費基準

電気自動車等
▶

平成31・
32年度

平成27年度燃費基準
電気自動車等

未達成 達成 +5% +10% +15% 未達成 達成 +5% +10% +15%
自動車重量税

対象外 ▲25％ ▲50％ ▲75％
免税（初回継続検査も免税） 自動車重量税

対象外 ▲50％ ▲75％
免税 免税（初回継続検査も免税）

自動車取得税 非課税 自動車取得税 非課税
※「電気自動車等」は、電気自動車、燃料電池自動車、プラグインハイブリッド自動車、天然ガス自動車を指す。自動車取得税は平成31年10月1日に廃止される。
○ASV減税（車両総重量3.5ｔ超の貨物自動車、自動車取得税および自動車税環境性能割）

車両総重量 装置装着 平成30年４月１日～31年９月30日
（自動車取得税）

平成31年10月１日～10月31日
（自動車税環境性能割）

平成31年１１月１日～32年10月31日
（自動車税環境性能割）

平成32年11月１日～33年３月31日
（自動車税環境性能割）

3.5t 超 8t 以下

①・②・③の全装置装着 525 万円控除 525 万円控除 350 万円控除
①～③のうち２装置装着 525 万円控除 525 万円控除 対象外
①または②の装着 350 万円控除 350 万円控除 対象外

③の装着 175 万円控除 175 万円控除 対象外
8t 超 20t 以下 ①・②・③の全装置装着 350 万円控除 350 万円控除
20t 超 22t 以下 ③の装着 175 万円控除 175 万円控除 対象外
※対象装置は①車両安定性制御装置、②衝突被害軽減制動制御装置、③車線逸脱警報装置。

（7面に関連）
平成31年度税制改正・予算に関する要望と結果全

ト
協

平成31年度予算に関する要望と平成30年度補正予算案・平成31年度予算案の内容
要望事項 平成30年度補正予算案・平成31年度予算案の内容

１．高速道路料金の更なる
引下げ

１．平成30年度補正予算案
平成30年度補正予算案については、平成30年12月21日に閣議決定された。
⑴�平成30年度末で期限を迎える高速道路料金の大口・多頻度割引の最大割引率50%について、自動車運送事業者のETC2.0搭
載車を対象に、平成31年度末まで継続するための予算として、109億円が措置された。

⑵�荷役作業の効率化を促進し、労働生産性の向上や多様な人材の確保を図り、働き方改革を推進するため、テールゲートリフタ
ーの導入補助の予算として、1億円が措置された。

⑶�燃費効率の良いハイブリッドトラックの導入を支援するため、ハイブリッドトラックの導入補助の予算が措置された（1億円の内
数）。

２．平成31年度予算案
平成31年度予算案については、平成30年12月21日に閣議決定された。
（○トラック運送事業関係）
①最先端の低炭素型ディーゼルトラック導入補助、電気トラック導入補助（39.7億円）＜環境省連携事業＞
②車両動態管理システム導入支援（41.5億円）＜経済産業省連携事業＞
③次世代自動車（CNGトラック、ハイブリッドトラック）普及促進（5.3億円の内数）
④事故防止対策（先進安全自動車、デジタル式運行記録計の導入等）支援推進事業（9.9億円の内数）
⑤働き方改革の推進（ホワイト物流推進運動の展開、輸送品目別の取組の強化等）（1.5億円）
⑥輸送効率化（連結トラック導入支援、スワップボディコンテナ車両導入支援）支援事業（2.5億円）
（○道路関係）
①効率的な物流ネットワークの強化（3,699億円）
・�三大都市圏環状道路等の整備推進、安全・円滑な物流等のための道路ネットワーク構築等の推進、ダブル連結トラックによる
省人化、自動審査システムの強化による特車通行許可の迅速化等
②災害時における人流・物流の確保（4,318億円）
・ミッシングリンク等の整備の推進、大雪時の車両の立ち往生を防止・軽減するための除雪体制の強化等
③交通安全対策の推進（1,351億円）
・高速道路の暫定2車線区間の4車線化および付加車線設置等の推進、SA・PA駐車マス不足解消等
④道路ネットワークによる地域・拠点の連携（2,867億円）
・地域・拠点をつなぐ高速道路ネットワークの構築、スマートインターチェンジ（IC）の活用、自動運転実証実験の取組強化等
（○厚生労働省関係）
①時間外労働等改善助成金の拡充（62.6億円）
②人材開発支援助成金の利用促進（534億円の内数）
③両立支援等助成金の利用促進（27億円）
④トラック運転者の長時間労働改善に向けたガイドラインの周知（0.6億円）

２．働き方改革実現のため
の諸対策に係る補助・
助成の拡充

３．道路の積極的な活用
に向けた諸施策の実
現

４．高速道路のSA・PA、
道の駅における駐車ス
ペースの活用および整
備・拡充

５．環境対策および省エネ
対策のための補助

６．交通安全対策のため
の補助

７．フェリー等利用に対す
る補助・助成制度の創
設

８．下関北九州道路の早
期実現

Ⓐの絵と異なる箇所20か所についてⒷに○をつけてください（印刷の汚れやカスレは間違いに含みません）。

【応募方法】	ⒶⒷ2つの絵には20か所の間違いがあります。Ⓑの絵を切り取るかコピーして、郵便
はがきに貼ってお送りください。郵便番号、住所、氏名、会社名ならびに『広報とらっ
く』に対するご意見、ご感想もお書きください。正解者の中から抽せんで20名様に
記念品を差し上げます。

【締め切り】	 平成31年1月31日（木）（当日消印有効）
【宛て先】	 〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目２番地５ 全日本トラック総合会館
	 （公社）全日本トラック協会 総務部広報室
【 発 表 】	 当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます。まちがいさがしの正

解は２月1日号の本紙に掲載します。皆様のご応募をお待ちしています。
※ご記載いただきました個人情報の取り扱いについては、「公益社団法人全日本トラ
ック協会 個人情報保護方針」に準じます。

まちがいさがしまちがいさがし
20か所みつけられるかな？20か所みつけられるかな？

「お正月」テーマ「お正月」テーマ

Ａ

Ｂ

【作画】前川しんすけ
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の
回
顧
が
中

心
に
な
る
︒
特
別
編
は
４
回
を
予
定
し
て
い
る
が
︑
初
回

は
﹁
平
成
30
年
間
に
お
け
る
荷
主
業
界
の
変
化
﹂
か
ら
み

る
こ
と
に
す
る
︒

ク
チ
ャ
ー
の
時
代
を
経
て
︑

実
感
な
き
景
気
拡
大
と
い
わ

れ
た
﹁
い
ざ
な
み
景
気
（
２

０
０
２
年
２
月
～
２
０
０
８
年

２
月
）﹂と
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

（
２
０
０
８
年
９
月
）
を
経

て
今
日
ま
で
続
い
て
き
た
︒

　

こ
の
よ
う
な
な
か
で
︑
今

回
は
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
﹁
荷

主
業
界
と
物
流
ニ
ー
ズ
の
変

化
﹂
を
振
り

返
る
こ
と
に

す
る
︒

　

平
成
直
前

の
昭
和
の
後

期
は
︑
全
体

的
に
み
る
と

ま
だ﹁
物
流
﹂

と
い
う
よ
り
も

﹁
運
送
﹂
や

﹁
倉
庫
﹂
と

い
っ
た
方
が
適
確
な
表
現
だ

っ
た
よ
う
に
思
う
︒
そ
の
よ

う
な
な
か
で
平
成
の
ス
タ
ー

ト
時
は
︑
依
然
と
し
て
荷
物

が
量
的
に
拡
大
し
て
い
た
︒

　

そ
の
こ
ろ
︑
製
造
業
に
お

い
て
は
自
動
車
部
品
な
ど
に

代
表
さ
れ
る
ジ
ャ
ス
ト
・
イ
ン

・
タ
イ
ム
（
Ｊ
Ｉ
Ｔ
）
と
い

う
荷
主
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
た
︒

Ｊ
Ｉ
Ｔ
物
流
は
自
動
車
産
業

が
リ
ー
ド
し
て
お
り
︑
他
の

製
造
業
も
徐
々
に
導
入
し
つ

つ
あ
る
ぐ
ら
い
の
段
階
だ
っ

た
︒

　

一
方
︑流
通
業
を
み
る
と
︑

日
本
で
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
（
Ｃ
Ｖ
）
の
第
１
号
店

が
オ
ー
プ
ン
し
た
の
が
１
９
７

４
年
５
月
︒
平
成
元
年
の
１

９
８
９
年
時
点
で
は
約
15
年

し
か
経
っ
て
お
ら
ず
︑
新
興

勢
力
と
し
て
Ｃ
Ｖ
が
台
頭
し

て
き
て
は
い
た
が
︑
ま
だ
総

合
ス
ー
パ
ー
（
Ｇ
Ｍ
Ｓ
）
が

小
売
業
の
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
︒

ち
な
み
に
ダ
イ
エ
ー（
当
時
）

が
三
越
（
当
時
）
を
抜
い
て

小
売
企
業
の
売
上
高
で
ト
ッ

プ
に
な
っ
た
の
は
１
９
７
２

年
︑
さ
ら
に
セ
ブ
ン
︱
イ
レ
ブ

ン
・
ジ
ャ
パ
ン
が
日
本
の
単
一

チ
ェ
ー
ン
と
し
て
︑
初
め
て

売
上
高
で
３
兆
円
を
超
え
た

の
が
２
０
１
２
年
２
月
期
で
あ

る
︒
し
た
が
っ
て
︑
平
成
の

初
期
の
小
売
業
の
主
流
は
Ｇ

Ｍ
Ｓ
だ
っ
た
︒
だ
が
Ｃ
Ｖ
は

平
成
に
な
っ
た
時
点
で
は
︑

す
で
に
ベ
ン
ダ
ー
集
約
化
と

共
同
配
送
︑
米
飯
共
同
配
送

３
便
制
導
入
な
ど
︑
運
送
か

ら
物
流
へ
と
シ
ス
テ
ム
化
を

進
め
て
い
た
︒
こ
の
よ
う
な

影
響
も
あ
っ
て
︑
平
成
の
初

期
に
は
Ｇ
Ｍ
Ｓ
や
食
品
ス
ー

パ
ー
（
Ｓ
Ｍ
）
も
セ
ン
タ
ー

フ
ィ
ー
方
式
に
徐
々
に
転
換

し
つ
つ
あ
っ
た
︒
流
通
業
に

お
い
て
セ
ン
タ
ー
フ
ィ
ー
方

式
が
一
般
的
に
な
っ
て
き
た
の

は
︑
平
成
の
最
初
の
10
年
ぐ

ら
い
の
間
で
あ
る
︒

　

こ
の
よ
う
に
平
成
の
最
初

の
10
年
ぐ
ら
い
に
︑
製
造
業

の
荷
主
に
あ
っ
て
は
Ｊ
Ｉ
Ｔ

納
品
の
浸
透
に
よ
る
指
定
時

間
の
厳
密
化
︑
そ
し
て
﹁
運

賃
﹂
の
値
下
げ
要
望
︒
流
通

業
に
あ
っ
て
は
セ
ン
タ
ー
フ
ィ

ー
方
式
へ
の
移
行
と
指
定
時

間
︑
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
要
請

が
強
ま
っ
て
き
た
︒
な
お
︑

セ
ン
タ
ー
フ
ィ
ー
方
式
に
よ

る
契
約
で
は
︑﹁
運
賃
﹂
と

い
う
概
念
が
消
滅
し
て
い
る

と
い
う
点
に
注
目
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
︒

　

こ
こ
か
ら
事
業
者
を
分
類

し
て
業
務
内
容
や
業
績
な
ど

を
分
析
す
る
際
に
︑﹁
運
賃
﹂

契
約
な
の
か﹁
フ
ィ
ー
契
約
﹂

な
の
か
︑
さ
ら
に
両
者
の
売

上
構
成
比
な
ど
に
よ
っ
て
︑

メ
ー
カ
ー
物
流
と
流
通
物
流

の
特
徴
の
違
い
や
︑
運
送
業

か
物
流
業
か
を
判
断
す
る
と

い
う
単
純
な
手
法
を
用
い
た

こ
と
も
あ
っ
た
︒

　

一
方
︑
昭
和
の
後
期
か
ら

物
流
子
会
社
も
増
え
て
き

た
︒
こ
れ
は
荷
主
企
業
の
人

事
政
策
と
コ
ス
ト
削
減
を
体

現
す
る
よ
う
な
形
で
進
め
ら

れ
︑
そ
の
結
果
︑
平
成
の
中

期
ぐ
ら
い
ま
で
は
︑
多
く
の

物
流
子
会
社
が
単
純
に
単
価

切
り
下
げ
（
利
ザ
ヤ
確
保
）

圧
力
と
し
て
事
業
者
に
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
た
︒

　

い
ず
れ
に
し
て
も
バ
ブ
ル

崩
壊
は
荷
主
企
業
に
も
大
き

な
衝
撃
を
も
た
ら
し
た
︒
そ

の
影
響
は
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
に
も
及
び
︑
荷
物
量
の

減
少
︑
運
賃
・
料
金
単
価
の

切
り
下
げ
と
な
っ
た
︒
運
賃

・
料
金
に
つ
い
て
は
２
月
１

日
号
で
述
べ
る
予
定
だ
が
︑

こ
こ
で
は
簡
単
に
︑
バ
ブ
ル

崩
壊
後
の
荷
主
か
ら
の
値
下

げ
要
請
に
対
し
て
︑
特
積
み

事
業
者
と
一
般
事
業
者
で
は

対
応
が
違
っ
た
︒
こ
れ
は
２

０
１
７
年
に
大
手
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
販
の
宅
配
荷
物
を

巡
っ
て
︑
宅
配
便
事
業
者
へ

の
社
会
的
関
心
が
高
ま
っ
た

が
︑
そ
の
主
た
る
要
因
に
も

共
通
す
る
基
本
的
な
コ
ス
ト

認
識
に
関
連
し
て
い
る
︑
と

い
う
点
だ
け
を
指
摘
し
て
お

く
︒

　

平
成
も
中
期
に
入
る
と
︑

製
造
業
に
お
い
て
は
工
場
の

海
外
移
転
が
進
ん
で
き
た
︒

そ
の
た
め
︑
大
手
製
造
業
に

部
品
を
納
入
し
て
い
る
部
品

メ
ー
カ
ー
な
ど
も
︑
海
外
へ

の
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
︒
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と

し
て
の
海
外
シ
フ
ト
で
あ
る
︒

そ
れ
に
伴
っ
て
︑
荷
主
と
と

も
に
海
外
に
進
出
す
る
事
業

者
も
︑
全
体
と
し
て
み
れ
ば

ご
く
少
数
だ
が
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
︒

　

同
時
期
に
は
国
内
に
お
け

る
流
通
構
造
も
大
き
く
変
化

し
た
︒
平
成
の
中
期
に
は
︑

特
定
の
商
品
に
絞
り
込
ん
で

多
店
舗
展
開
を
す
る
カ
テ
ゴ

リ
ー
キ
ラ
ー
が
台
頭
し
て
き

た
の
で
あ
る
︒
例
え
ば
家
電

量
販
店
や
家
具
量
販
店
︑
ア

パ
レ
ル
量
販
店
︑
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
︑
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

な
ど
だ
︒
デ
フ
レ
が
進
行
す

る
な
か
で
廉
価
販
売
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
キ
ラ
ー
が
小
売
市
場

で
影
響
力
を
強
め
て
き
た
︒

　

こ
の
こ
ろ
︑﹁
価
格
破
壊
﹂

と
い
う
表
現
が
一
般
的
に
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
こ
の

﹁
価
格
破
壊
﹂
は
目
に
見
え

る
現
象
に
過
ぎ
な
い
︒
廉
価

販
売
を
可
能
に
す
る
に
は
︑

人
件
費
の
安
い
海
外
へ
の
製

造
委
託
（
そ
の
中
か
ら
は
製

造
小
売
業
︹
Ｓ
Ｐ
Ａ
︺
と
い

う
業
態
も
出
て
き
た
）
や
︑

問
屋
無
用
論
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
な
仕
入
れ
チ
ャ
ネ
ル
の

転
換
な
ど
が
必
要
だ
っ
た
︒

つ
ま
り
︑消
費
者
か
ら
み
れ
ば

﹁
価
格
破
壊
﹂
で
も
︑
経
営

的
に
み
る
と
既
存
の
製
造
・

流
通
に
対
す
る﹁
構
造
破
壊
﹂

だ
っ
た
の
で
あ
る
︒

　

製
造
業
の
海
外
シ
フ
ト
に

伴
っ
て
国
際
物
流
も
進
ん
だ

が
︑
こ
こ
で
は
国
内
の
ト
ラ

ッ
ク
輸
送
に
絞
る
と
︑
問
屋

数
の
減
少
と
同
時
に
問
屋
の

大
型
化
が
進
み
︑
事
業
者
に

も
そ
の
影
響
が
及
ん
だ
︒
例

え
ば
平
成
の
30
年
間
に
小
売

業
で
は
大
型
小
売
店
が
勢
力

を
拡
大
し
︑
古
く
か
ら
の
商

店
街
は
﹁
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
﹂

と
化
し
た
︒
地
方
問
屋
も
減

少
し
︑
問
屋
の
大
型
化
は
同

時
に
問
屋
の
物
流
業
態
化
で

も
あ
っ
た
︒

　

こ
れ
ら
と
並
行
し
て
荷
主

企
業
で
は
バ
ブ
ル
崩
壊
の
後

始
末
が
大
き
な
課
題
だ
っ

た
︒
金
融
機
関
で
も
﹁
ビ
ッ

グ
バ
ン
﹂
が
進
ん
だ
︒
昭
和

の
時
代
に
も
金
融
業
界
の
再

編
成
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は

な
い
が
︑
そ
れ
は
銀
行
（
都

銀
・
地
銀
・
そ
の
他
）
な
ら

銀
行
︑
証
券
な
ら
証
券
と
い

っ
た
同
一
業
態
の
枠
内
で
の

再
編
成
だ
っ
た
︒
だ
が
﹁
ビ

ッ
グ
バ
ン
﹂
と
言
わ
れ
る
ゆ

え
ん
は
︑
業
際
と
国
際
と
い

う
垣
根
を
越
え
た
再
編
成
だ

か
ら
で
あ
る
︒
こ
れ
は
金
融

業
界
に
限
ら
ず
︑
あ
ら
ゆ
る

業
界
で
国
際
と
業
際
と
い
う

２
つ
の
﹁
際
﹂
を
越
え
た
合

従
連
衡
が
進
む
こ
と
を
意
味

し
て
い
た
︒
そ
の
点
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
は
遅
れ
て
い

た
︒

　

い
ず
れ
に
し
て
も
︑
平
成

の
中
期
に
こ
の
よ
う
な
再
編

成
が
進
行
す
る
な
か
で
︑
荷

主
の
企
業
数
が
減
少
し
て
き

た
︒
そ
の
典
型
は
石
油
元
売

り
業
界
で
あ
り
︑
セ
メ
ン
ト

業
界
も
同
様
で
あ
る
︒
荷
主

業
界
の
再
編
成
は
︑
当
然
だ

が
事
業
者
に
も
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
に
な
っ
た
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
バ
ブ
ル
崩

壊
後
の
平
成
の
中
期
に
は
荷

主
が
大
き
く
変
化
し
た
︒
そ

の
よ
う
な
中
で
︑
物
流
は
総

合
化
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
︒﹁
３

Ｐ
Ｌ
﹂
と
い
う
業
態
が
注
目

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
︑

こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た

か
ら
だ
（
た
だ
し
筆
者
は
現

在
業
界
で
一
般
に
い
わ
れ
て

い
る
業
態
が
︑
本
来
の
３
Ｐ

Ｌ
の
概
念
と
は
異
な
る
と
い

う
認
識
な
の
で
︑
以
下
は

﹁　

﹂
に
入
れ
て
記
す
）︒

　

こ
れ
は
運
送
か
ら
物
流
へ
︑

そ
し
て
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
入

り
口
に
ま
で
到
達
し
て
き
た

こ
と
を
意
味
す
る
︒
だ
が
︑

荷
主
と
事
業
者
の
関
係
で
み

る
と
︑
必
ず
し
も
喜
ん
で
は

い
ら
れ
な
い
︒﹁
３
Ｐ
Ｌ
﹂
企

業
が
ノ
ウ
ハ
ウ
に
対
す
る
対

価
を
収
受
で
き
て
い
な
い
か

ら
で
あ
る
︒﹁
３
Ｐ
Ｌ
﹂
の
収

入
は
結
局
の
と
こ
ろ
業
務
受

託
料
に
し
か
過
ぎ
な
い
︒
し

か
も
︑
自
ら
﹁
提
案
﹂
し
た

業
務
受
託
料
金
で
あ
る
︒

　
﹁
３
Ｐ
Ｌ
﹂
と
い
っ
て
も
現

状
は
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
レ
ベ
ル

で
の
提
案
で
は
な
く
︑
物
流

の
効
率
化
提
案
の
レ
ベ
ル
で

あ
る
︒
だ
が
︑
以
前
は
荷
主

が
社
内
に
専
門
知
識
を
も
っ

た
社
員
を
置
い
た
り
︑
外
部

の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
費
用

を
払
っ
た
り
︑
い
ず
れ
に
し

て
も
荷
主
側
の
コ
ス
ト
負
担

で
物
流
の
仕
組
み
を
考
え
て

い
た
の
で
あ
る
︒
そ
れ
を
事

業
者
に
無
料
で
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
さ
せ
︑
低
コ
ス
ト
化
し
た

業
務
に
対
す
る
業
務
委
託
料

だ
け
を
支
払
う
︑
と
い
う
形

に
な
っ
て
き
た
︒
し
か
も
︑

小
売
業
の
荷
主
へ
の
提
案
競

争
で
は
︑
規
模
を
拡
大
し
た

問
屋
も
事
業
者
の
競
合
相
手

に
な
っ
て
い
る
︒
い
ず
れ
に
し

て
も
︑
事
業
者
に
効
率
化
提

案
を
さ
せ
る
の
は
︑
荷
主
企

業
の
物
流
部
門
に
お
け
る
リ

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
に
他
な
ら

な
い
︒
効
率
的
シ
ス
テ
ム
を

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
す
る
コ
ス
ト

を
︑
事
業
者
に
ち
ゃ
っ
か
り

転
嫁
す
る
仕
組
み
に
し
た
の

で
あ
る
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
大
手
企
業
が

バ
ブ
ル
の
負
の
遺
産
を
一
掃

す
る
た
め
に
︑
経
営
の
リ
ス

ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
に
取
り
組
ん

だ
の
は
１
９
９
０
年
代
の
後

半
か
ら
で
あ
っ
た
︒
そ
の
成

果
が
数
字
と
し
て
出
て
き
た

の
が
︑
２
０
０
２
年
２
月
～
２

０
０
８
年
２
月
の
﹁
い
ざ
な

み
景
気
﹂
で
あ
る
︒

　

だ
が
︑
こ
れ
は
﹁
実
感
な

き
景
気
拡
大
﹂と
い
わ
れ
た
︒

事
業
者
の
多
く
は
︑
持
続
的

景
気
拡
大
の
実
感
が
乏
し
か

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

そ
れ
は
戦
後
か
ら
バ
ブ
ル
ま

で
の
経
済
構
造
が
︑
大
き
く

転
換
し
た
か
ら
で
あ
る
︒
バ

ブ
ル
が
崩
壊
す
る
ま
で
は
︑

中
核
的
な
大
企
業
の
業
績
が

良
く
な
れ
ば
︑
従
業
員
の
賃

上
げ
は
も
と
よ
り
︑子
会
社
︑

下
請
会
社
︑
取
引
企
業
な
ど

に
も
︑
単
価
値
上
げ
な
ど
の

恩
恵
が
連
鎖
的
に
波
及
し

た
︒
だ
が
リ
ス
ト
ラ
は
非
正

規
社
員
を
増
や
し
︑
下
請
会

社
や
取
引
企
業
な
ど
に
シ
ワ

寄
せ
し
て
中
核
企
業
の
業
績

が
上
昇
す
る
よ
う
な
構
造
に

変
え
た
︒
こ
れ
が
﹁
実
感
な

き
景
気
拡
大
﹂
の
理
由
で
あ

る
︒

　

し
た
が
っ
て
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
も
中
核
企
業
を
下

支
え
す
る
た
め
に
運
賃
︑
料

金
の
値
下
げ
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
︒
さ
ら
に
２
０
０
８
年

秋
に
は
︑
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

に
見
舞
わ
れ
た
︒
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
︑
自
動
車

産
業
な
ど
を
取
引
先
と
し
て

い
た
事
業
者
は
大
き
な
影
響

を
被
る
こ
と
に
な
っ
た
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
平
成
の
30

年
を
荷
主
の
変
化
を
中
心
に

総
括
す
る
と
︑﹁
国
内
市
場

で
は
世
界
的
に
最
高
レ
ベ
ル

の
物
流
ス
ペ
ッ
ク
を
求
め
な

が
ら
︑
そ
の
対
価
は
国
際
競

争
に
勝
て
る
よ
う
な
水
準
に

抑
え
る
と
い
う
30
年
だ
っ
た
﹂

と
い
え
る
︒

　

そ
し
て
平
成
の
終
盤
に
な

っ
て
︑
平
成
以
降
に
繋
が
る

よ
う
な
新
た
な
荷
主
の
動
き

が
出
て
き
た
︒﹁
垂
直
方
向
﹂

と
﹁
水
平
方
向
﹂
と
い
う
２

つ
の
流
れ
で
あ
る
︒
ま
ず
︑

垂
直
方
向
と
は
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
に
沿
っ
た
物
流
一
元
化

へ
の
動
き
で
あ
る
︒Ａ
Ｇ
Ｆ
Ａ

（
ア
ッ
プ
ル
︑
グ
ー
グ
ル
︑

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
︑ア
マ
ゾ
ン
）

な
ど
巨
大
Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
マ
ー
へ
の
規
制
が
世
界

的
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
が
︑

物
流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
と

い
う
新
た
な
業
態
が
出
て
き

た
︒原
材
料
か
ら
中
間
製
品
︑

製
品
︑
流
通
︑
消
費
ま
で
の

一
貫
し
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

と
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
係

る
全
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
デ
ジ
タ

ル
物
流
情
報
で
統
合
し
よ
う

と
い
う
動
き
で
あ
る
︒
そ
の

プ
ロ
セ
ス
に
は
求
車
・
求
荷

マ
ッ
チ
ン
グ
︑
車
両
と
荷
物

の
動
態
管
理
︑
バ
ー
ス
管
理

に
よ
る
待
機
時
間
短
縮
シ
ス

テ
ム
な
ど
も
包
摂
し
て
い
る
︒

こ
の
よ
う
な
物
流
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
化
が
進
む
と
︑
原

材
料
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
︑
中
間

製
品
メ
ー
カ
ー
︑メ
ー
カ
ー
︑

問
屋
︑
小
売
業
な
ど
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
情
報
共

有
化
が
実
現
し
︑
そ
の
な
か

に
運
送
事
業
者
も
包
含
さ
れ

る
︒

　

同
時
に
進
行
し
て
い
る
水

平
方
向
へ
の
動
き
は
︑
物
流

共
同
化
で
あ
る
︒
国
内
市
場

縮
小
へ
の
対
応
と
し
て
︑
荷

主
企
業
は
物
流
の
共
同
化
を

進
め
て
い
る
︒
こ
れ
は
あ
く

ま
で
国
内
市
場
縮
小
へ
の
対

応
で
あ
っ
て
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

不
足
へ
の
対
応
は
結
果
と
し

て
そ
う
な
っ
て
い
る
だ
け
で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
な
い
と

い
け
な
い
︒
そ
の
よ
う
な
な

か
で
︑
ラ
イ
バ
ル
企
業
同
士

の
物
流
子
会
社
の
合
併
な
ど

も
始
ま
っ
て
い
る
︒
こ
の
物

流
共
同
化
で
は
モ
ー
ダ
ル
シ

フ
ト
も
進
む
が
︑
内
航
船
は

リ
ー
ド
タ
イ
ム
︑
航
空
貨
物

は
コ
ス
ト
負
担
力
︑
鉄
道
は

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
面
で
限
界
が

あ
り
︑
依
然
と
し
て
主
流
は

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
で
あ
る
︒
だ

が
︑
必
要
と
さ
れ
る
車
両
台

数
は
︑
市
場
の
縮
小
以
上
に

減
少
す
る
と
み
な
け
れ
ば
い

け
な
い
︒
同
時
に
︑
幹
線
輸

送
で
は
車
両
が
大
型
化
し
︑

ラ
ス
ト
マ
イ
ル
は
車
両
の
小

型
化
と
ク
イ
ッ
ク
デ
リ
バ
リ

ー
化
が
進
行
す
る
︒

　

さ
ら
に
︑
小
売
市
場
に
お

け
る
リ
ア
ル
店
舗
と
ネ
ッ
ト

販
売
の
融
合
（
ク
リ
ッ
ク
・

ア
ン
ド
・
モ
ル
タ
ル
化
）
が

進
行
し
︑
そ
れ
に
伴
い
オ
フ

ラ
イ
ン
物
流
と
オ
ン
ラ
イ
ン

物
流
の
統
合
が
進
ん
で
く
る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
は
︑

こ
の
よ
う
な
平
成
終
盤
に
お

け
る
荷
主
の
新
た
な
動
き
を

と
ら
え
︑
平
成
後
へ
の
対
応

を
考
え
な
い
と
い
け
な
い
︒

︵
続
く
︶

荷主業界と物流ニーズの変化

物
流
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
森
田 

富
士
夫

新春特別編（223回）

第
１
回

平成データメモ トラック運送業界の営業収入の推移
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（資料：国土交通省、単位・億円）
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日
通
総
合
研
究
所
は
12
月

25
日
︑﹁
２
０
１
８
・
２
０
１

９
年
度
の
経
済
と
貨
物
輸
送

の
見
通
し
﹂
を
発
表
し
た
︒

　
﹁
経
済
の
現
状
と
見
通
し
﹂

を
み
る
と
︑
世
界
経
済
は
先

進
国
・
新
興
国
と
も
減
速
基

調
が
鮮
明
に
な
る
と
予
測
︒

２
０
１
９
年
の
世
界
経
済
成

長
率
は
３
・
５
％
と
予
測
し

て
い
る
︒
一
方
︑
日
本
経
済

を
み
る
と
︑
消
費
増
税
の
影

響
に
よ
り
個
人
消
費
は
微
増

に
と
ど
ま
る
ほ
か
︑
設
備
投

資
は
底
堅
い
動
き
が
見
込
ま

れ
る
も
の
の
︑
伸
び
率
は
ス

ロ
ー
ダ
ウ
ン
す
る
と
予
測
︒

住
宅
投
資
は
駆
け
込
み
需
要

に
よ
る
若
干
の
押
し
上
げ
効

果
は
期
待
で
き
る
も
の
の
︑

小
幅
な
伸
び
に
と
ど
ま
る
と

予
測
︒
ま
た
︑
補
正
予
算
が

執
行
さ
れ
る
こ
と
で
︑
公
共

投
資
は
微
増
を
予
測
し
て
い

る
︒
日
本
の
景
気
は
内
外
需

と
も
さ
ら
に
減
速
し
︑
２
０

１
９
年
度
は
０
・
５
％
増
の

成
長
を
見
込
ん
で
い
る
︒

　
﹁
国
内
貨
物
輸
送
の
現
状

と
見
通
し
﹂
で
は
︑
２
０
１

８
年
度
通
期
の
国
内
貨
物
総

輸
送
量
は
０
・
９
％
減
と
３

年
ぶ
り
の
マ
イ
ナ
ス
を
予
測
︒

消
費
関
連
・
生
産
関
連
貨
物

は
底
堅
く
推
移
し
た
も
の
の
︑

建
設
関
連
貨
物
が
４
％
台
の

大
幅
減
と
な
り
︑
輸
送
量
を

大
き
く
下
押
し
す
る
と
見
込

ん
で
い
る
︒
２
０
１
９
年
度
は

０
・
４
％
増
と
︑
小
幅
な
が

ら
２
年
ぶ
り
に
プ
ラ
ス
へ
浮

上
す
る
と
見
込
む
︵
表
︶︒

　

消
費
関
連
貨
物
は
︑
消
費

増
税
の
影
響
に
よ
り
下
期
に

減
少
が
避
け
ら
れ
な
い
と
予

測
︒
生
産
関
連
貨
物
は
︑
一

般
貨
物
が
引
き
続
き
堅
調
な

が
ら
︑
自
動
車
や
鉄
鋼
な
ど

の
マ
イ
ナ
ス
に
伴
い
微
増
に

と
ど
ま
る
︒
ま
た
︑
建
設
関

連
貨
物
は
１
％
台
の
増
加
を

見
込
ん
で
い
る
︒

　
﹁
自
動
車
輸
送
量
の
現
状

と
見
通
し
﹂
で
は
︑
営
業
用

自
動
車
の
２
０
１
８
年
度
は
０

・
１
％
増
︑
２
０
１
９
年
度

は
０
・
９
％
増
と
︑
小
幅
な

が
ら
４
年
連
続
の
プ
ラ
ス
を

見
込
む
︵
図
︶︒
２
０
１
９
年

度
は
︑
消
費
関
連
貨
物
は
上

期
に
増
加
し
た
後
︑
下
期
は

反
動
減
で
マ
イ
ナ
ス
に
反
転
︒

生
産
関
連
貨
物
は
︑
一
般
機

械
や
機
械
部
品
な
ど
が
堅
調

に
推
移
す
る
こ
と
か
ら
１
％

台
の
伸
び
を
期
待
す
る
︒
ま

た
︑
住
宅
投
資
や
公
共
投
資

の
増
加
な
ど
か
ら
︑
建
設
関

連
貨
物
は
２
％
台
の
増
加
を

見
込
ん
で
い
る
︒

注）１. 2017年度まで実績値。
２. 実績値は国土交通省の各種統計・資料による。
３. 端数の関係で合計が合わない場合がある。

総輸送量

2018年度
2017年度

年度・期

機関

2019年度

上期 下期 計上期 下期 計

単位：百万トン、（　）内は対前年同期比増減率（％）、△はマイナス

2,458.9
（△0.3）

2,258.7
（△0.1）

1,586.8
（　0.7）

672.0
（△2.1）

4,746.9
（△0.9）

4,354.3
（△0.6）

3,034.3
（　0.1）

1,320.0
（△2.2）

4,787.4
（　0.0）

4,381.2
（　0.1）

3,031.9
（　0.4）

1,349.3
（△0.7）

2,287.2
（△1.5）

2,095.6
（△1.1）

1,447.5
（△0.6）

648.0
（△2.3）

2,341.0
（　2.4）

2,144.8
（　2.3）

1,496.0
（　3.4）

648.8
（　0.1）

2,422.0
（△1.5）

2,225.5
（△1.5）

1,564.6
（△1.4）

660.9
（△1.6）

4,763.0
（　0.4）

4,370.3
（　0.4）

3,060.6
（　0.9）

1,309.7
（△0.8）

トラック
輸送量

営業用

自家用

表  国内貨物総輸送量とトラック輸送量の見通し

図  トラック輸送量の推移

営
業
用
自
動
車
の
輸
送
量

４
年
連
続
増
加
を
見
込
む

日
通
総
研
「
２
０
１
８
・
２
０
１
９
年
度
の
経
済
と
貨
物
輸
送
の
見
通
し
」
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　そのため、今回のチェーン規制では、スタッドレスタイヤを着けていても、タイ
ヤチェーンをしていない自動車はチェーン規制中に通ることはできません。

「タイヤチェーンを取り付
けていない車両通行止
め」の規制標識（新設）

表  平成 30年度チェーン規制 指定箇所（直轄国道・高速道路）一覧� （12月27日現在）

直
轄
国
道

都道府県 路線番号 箇所名 区　間 延長（km）

山形県 112 月山道路 西川町月山沢～鶴岡市上名川 26.7

山梨県・静岡県 138  山中湖・須走 山梨県山中湖村平野～静岡県小山町須走字御登口 8.2

新潟県 7 大須戸～上大鳥 村上市大須戸～村上市上大鳥 15.3

福井県 8  石川県境～坂井市 あわら市熊坂～あわら市笹岡 3.2

広島県・島根県 54 赤名峠 広島県三次市布野町横谷～島根県飯南町上赤名 2.5

愛媛県 56 鳥坂峠 西予市宇和町～大洲市北只 7.0

高
速
道
路

都道府県 路線番号 道路名 区　間 延長（km）

新潟県・長野県 E18 上信越道 信濃町 IC～新井 PA 24.5

山梨県 E20 中央道 須玉 IC～長坂 IC 8.7

長野県 E19 中央道 飯田山本 IC～園原 IC 9.6

石川県・福井県 E8 北陸道 丸岡 IC～加賀 IC 17.8

福井県・滋賀県 E8 北陸道 木之本 IC～今庄 IC 44.7

岡山県・鳥取県 E73 米子道 湯原 IC～江府 IC 33.3

広島県・島根県 E74 浜田道 大朝 IC～旭 IC 26.6

※IC：インターチェンジ、PA：パーキングエリア

今冬期より規制導入 大雪時にはチェーン装着車のみ通行可能に
「チェーン規制区間」Q&A国交省
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スタッドレスタイヤ（タイヤチェーン未装着）の立ち往生の様子

被牽引車最後軸輪に装着

被牽引車最後軸輪に装着

被牽引車最後軸輪に装着

Q チェーン規制は、いつ実施するの？

AA

A A　大雪特別警報や大雪に対する緊急発表が行われるような異例の降雪がある
時に行います。
　大雪時に通行止めを実施する場合でも、チェーン規制を実施し、タイヤチェ
ーンを着けていれば通行できるようにすることで、これまでより積雪による通
行止め時間を短くすることを目指します。

　スタッドレスタイヤを着けている自動車であっても、大雪時には立ち往生す
ることがあります。

　急な上り下りがある峠などで、過去に雪による立ち往生や通行止めが起こっ
た場所の中で、タイヤチェーンを着脱できる場所や通行止めが解除されるまで
待機できる場所がある区間で実施します。
　なお、チェーン規制時には、規制区間の手前でタイヤチェーン装着状況の確
認を行います。

　駆動輪にタイヤチェーンを着けることが基本です。
　詳しくは、下の図のとおりです。

Q スタッドレスタイヤでも規制対象なの？

Q チェーン規制は、どこで実施するの？

Q すべてのタイヤにチェーンが必要なの？

「チェーン規制区間」走行時にはチェーンの携行を！
　　大雪時の対応について呼びかけ国交省

　国土交通省は今冬期より、大雪の際にタイヤチェーン装着車のみ通行を可能
とする「チェーン規制」を実施する。
　国交省では、冬期道路交通確保対策検討委員会で取りまとめられた「大雪時
の道路交通確保対策の提言　中間とりまとめ」に基づき、道路ネットワーク機
能への影響を最小化するため、除雪体制の強化や集中除雪、大雪時の需要抑
制の呼びかけ等の取り組みを進めている。その中で、大雪特別警報や大雪に対
する緊急発表が行われるような異例の降雪時に、勾配の大きい峠部でこれまで
に大規模な立ち往生などが発生した区間を対象に、従来であれば通行止めとな
る状況においてタイヤチェーン装着車のみ通行を可能とする「チェーン規制区
間」（表）を設けることとしている。
　ここでは同チェーン規制について、下記にQ&A形式で内容をまとめた。運
送事業者の皆様には参考にしていただきたい。

　全日本トラック協会では、平成30年12月14日から
「チェーン規制区間」が設定されたのに伴い、ドライバ
ーに対してチェーン装着を促す内容のチラシ・ポスター
（写真）を制作した。
　チェーン規制対象区間をチェーンなしで走行した場
合、道路法または道路交通法の規定に基づき処罰される
ことがある。全ト協では運送事業者に対し、同チラシ・
ポスターを活用してチェーン装着の徹底を呼びかけてい
る。
　なお、同チラシは今号の『広報とらっく』に同封し、
あわせてポスターを刷り込んでいる。

　国土交通省は12月27日、大雪時
に「チェーン規制区間」（左表参照）
を走行する場合の対応について周知
徹底を図るよう、運送事業者に対し
て呼びかけを行った。
　「チェーン規制区間」走行の際に
は、右記内容の遵守を求めている。

・�直轄国道および高速道路においては、大雪時にチ
ェーン規制を実施することがあるので、道路情報
に留意するとともに、チェーン規制時には現地の
道路管理者の指示に従うこと。
・�降積雪時に、チェーン規制を実施することがある
区間（チェーン規制区間）を通行する予定のある
場合、タイヤチェーンの携行に努めること。

「冬用タイヤの装着だけで安心していませんか？」
全ト協　新たなチェーン規制標識チラシ・ポスターを作成
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